






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































IILiLIJJぷ ◎生徒の大まかな意識を知る程度にとどめておく。●● 目上の人に対して使う。尊敬･ていねい● 礼儀◎よい事例が出にくい時には、電車の車掌さんの、（｢切符を拝見させていただきます｡｣）を取り上げてみる。〔その他の例として〕
学習活動 予想される生徒の反応と教師の働きかけ
･絵を見た。
･絵を拝見した。
･絵を拝見しました。
･先生から本をいただく。
･先生から本をいただきました。
･先生が本をくださる。
･先生が本をくださいました
゜素材と話し手との関係。
゜聴き手との関係。（ ）
それぞれの表現のちがいから、どのようなことが理解されてくるだろうか。
3例文の表現上のちがMら理解籍れl:篶藷簔;1騨二雲ることがらを考える。
４考えたことを発表する。 (図式化の例）
先生（の絵）
’
わ
父
母○
拝見しました。
(話し手）くださいました。（聴き手）
いただきました。
5．学習のまとめをする。 ･理解したことをノートにまとめる。
6．次時について。 ･敬語の応用。
学習記録
Ｔｌ「敬語」ということばを聞いて、どんなことを感じますか。
Ｐ，相手を敬うことば。
P２目上の人に対するあいさつ。
５
－１８－
感じがよい。
礼儀正しい感じがする。
固苦しい感じもする。
あいさつの時に使うことば。
皮肉を言う時に使ったりする。たとえば、友だちなんかの発言に対して、
見ですねQ」などと、………。
どんなふうに敬語を使うか言ってみてくれませんか。
３
４
５
６
７
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
Ｌ
｢ご立派なご意
Ｔ２
(あまり意見が出ない｡）
たとえば電車の中で車掌さんなんかが切符を調べに来ますね。聞いたことある？どんな
ふうに言っていますか。
まことに恐れ入りますが、切符を拝見させていただきます。
乗車券を拝見いたします。
８
９
，ＬＤＬ
(その他はほとんど同じなので省略する｡）
Ｔ３「切符を拝見させていただきますq」という場合、どの部分が敬語表現だと思いますか。
P,ｏ拝見させていただきます。
(その他、同意見多し｡）
Ｐ'1「拝見させていただきますq｣は、ちょっとていねいすぎるような感じがする。「拝見しま
すq｣だけでもいいんでしょう。
Ｔ４そうだね。「拝見させていただきますq｣は、ちょっとていねいすぎるようですね。
Ｐ'２でも、普通は「拝見させていただきます．」と言うよ。「拝見しますq｣だとかえって冷たい
感じがするんじゃないのｄ
Ｔ５他の人の意見はどうかな？
(Pl1とＰ１２の意見に賛否両論がある。多くはＰ１２の意見の方に近いようである｡）
<中略〉
｢拝見させていただきます９Jは普通簡単に言うとどういうことばで言うの？
｢見きせていただきますq」
｢見る」、「見ます」
｢見る」ということばで例文を書いてみるから考えてみてください。
（例文）絵を見る。
絵を見ました。
３
４
６
１
１
７
Ｔ
Ｐ
Ｄ
Ｌ
Ｔ
－１９－
絵を拝見する。
絵を拝見しました。
絵を拝見させていただきました。
どの部分が敬語表現だと思いますか。
P,５拝見する。
拝見しました。
拝見させていただきました。
（「拝見」という語に気が引かれて、「見ました」に関心はないようである｡）
P１６「拝見する」の場合がどうも分かりません。
P１７「拝見」という語が敬語なのでしょう。
P１８「拝見しました」とか「拝見させていただきました」というのは、
だし、「拝見する」は第三者の時に使うのではないかな？
誰かに言っているよう
(｢誰かに言っているようだ」という、聴き手を意識した発言が出てきた。これをもっ
と展開させてみたい。「見る」、「見ました」の場合について問いかけてみた。これ
も同様だと言う。みんなは考え込んでいる。よく考えが進んでいっているようなので、
無理をせずに自然な形で展開させたいと思う｡）
(しばらく待つ｡）
(やっぱり、考えがまとまらないようである｡）
Ｔ８「いただく」ということばでも、「先生から本をいただく」という場合は、ちゃんとした
敬語表現ですね。それは、「先生から本をいただいたq｣でもいいわけですね。それと「先
生から本をいただきましたq」は、もっとていねいな言い方ですね。このちがいが大きいの
ではないかと思うのだが、………。
Ｐ１８君の意見をもう少し深めてまとめてみたらどうだろうか。
Ｐ,，「いただく」という場合、自分がもらったという場合は、「いただいた」でもよいが、そ
れを誰か目上の人なんかに言う時は、「いただきました」と言うような気がする。
(図に書かせて見る。若干アドバイスする｡）
いただし
ぼく
わたし ○父、母
いただきました。
くださいました。
－２０－
P2．ていねいな言い方は、その人の心のあらわれのようにも感じられる。
（「心のあらわれ」などどいう深い考えがでてきたのに驚かされる｡）
P２，自分だけの場合とか、身内のものの場合には、あまりていねいなことばや敬語は使わない
から、ぼくもそうだと,思う。
P２２でも、母親で自分の子どもなんかに、「おりこうねq｣なんて使っている人もいるよ。「お
りこう」は、「お」がついているから敬語でしょう。
P２３でも、「りこうねq｣なんてあまり使わないんじゃない。やっぱり自分の子どもでも「おり
こうねq｣でいいと思うよ。
(思わめ方向へ行きそうだが、大切な問題なので、しばらくこのまま様子を見ることに
する｡）
P２４たとえば、子どもづれの女の人なんかが、「この子にも風船あげてちょうだいＵなんて言
うけど、これは女の人だからていねいに言っているのではないかと思う。
P2s公園などの池のところに、「コイにえさをあげないでくださいq」なんて立札に書いてある
のなんかも、相手の心を考えて言っているのではないかと思う。
（ここで、「相手の心を考えている」ということばがまた上がってきたので、ホッとす
る｡）
Ｔ９Ｐ２０君とＰ２５君の意見で、敬語は「心のあらわれ」とか、「相手の心を考えて使う」とい
うことが言われていましたね｡それにｐｌ９君の図なども参考にして、自分の考えをそれぞ
れノートにまとめてみてください。
(ノートに考えをまとめる｡）
６授業の反省
我田引水の感の強い学習内容であったが、生徒はうすうすなからも敬語の
もつ意味を理解していってくれたようすであった。
即ち、「指導の観点」のところでm述べたように、敬語を単に、尊敬・謙譲
・丁寧の大きな範鴫に区分するという、形式的なものとして扱うのではなく、
敬語は、そのことばを使う人間相互の関係認識を表現しているという、生き
た言語として理解できたといえるであろう。
学習中、敬語を「皮肉を言うために使う」という意見なども、身近に生き
た言語活動を通じての発言であったと思う。
また、やや学習の本スジからはずれるような感のあった、自分の子どもに
「おりこうね」という使用法や、池のコイに「エサをあげないでください」
－２１－
などの使用例は、最も日常的なものとして、われわれが接する表現である。
これらの表現なども、形式的に見れば、敬語の誤った使用例ということに
なりやすいのだろうが、生徒たちが考えたように、その人の相手の人に対す
る「心のあらわれ」として考えてみれば、一概に間違った使用法ときめつけ
ることは一考を要するかもしれないｂ
指導する教師の側にいくつかのあいまいな問題点がありながらも、生徒た
ちは実によく考えてくれたと思う。
教師の側のあいまいな問題点としては、「敬語の表現」という抽象的な課
題を掲げながら、その内容を明確にしておかなかったことにある。故に、生
徒も焦点を絞った形で考えを展開することが難しかっただろうと、深く反省
される。
〔
－２２－
